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平成27年度のハイライト 

 トレアキシン®国内売上：47.6億円（薬価ベース、対前年同期比 110.3％） 

    （発売来売上累計：207億円  投与患者数累計：15,000名（当社推計） ） 

 トレアキシン®海外売上（アジアパシフィック地域） 

           市場売上 3.8億円 （対前年同期比81.6％  @120円/ドル） 

 パイプラインの進捗 

 トレアキシン® 

• 初回治療低悪性度非ホジキンリンパ腫 国内製造販売承認申請 （平成27年12月24日） 

• 慢性リンパ性白血病（CLL） 国内製造販売承認申請 （平成27年12月24日） 

• 小容量製剤（25mg製剤） 国内製造販売承認申請 （平成27年12月24日） 

 リゴサチブ 

• 注射剤：再発・難治性高リスク骨髄異形成症候群  

     国際共同第Ⅲ相試験開始 （平成27年12月28日） 

• 経口剤：高リスク骨髄異形成症候群  

     アザシチジン併用第Ⅰ相臨床試験開始 （平成27年12月7日） 

 新薬候補のライセンス導入 

• The Medicines Companyより手術後の自己疼痛管理用医薬品「SyB P-1501」の 

      日本における独占的開発権・販売権を取得  （平成27年10月2日） 

• 更なるパイプラインの拡充に向け、複数の新薬候補品の評価を実施 
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平成27年度 損益計算書 

（単位：百万円） 

項目 平成26年度  平成27年度  
前年同期比

増減  
％  

売上高 

製品売上 

その他売上 

1,955 

1,940 

15 

1,933 

1,933 

― 

△21 

△6 

△15 

△1.1 

△0.3 

－ 

売上原価 1,428 1,350 △78 △5.5 

販売費及び一般管理費 

  研究開発費 

1,829 

774 

3,134 

2,034 

1,304 

1,260 

71.3 

162.8 

営業利益 △1,303 △2,551 △1,248 － 

当期純利益 △1,115 △2,632 △1,516 － 

平成27年度 業績ハイライト  

  製品売上は、国内売上は24%増加するものの、ほぼ前年度並み 

   海外製品売上は韓国において前年に前倒し発注があり、前年比76.1%減少 

 研究開発費はSyB P-1501の導入費用及びトレアキシン®の３つの承認申請等により12億6千万の増加 

※金額は単位未満を切り捨てて表示しています 
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平成27年度  貸借対照表 

（単位：百万円） 

項目 平成26年12月31日 平成27年12月31日 前期末比増減 

流動資産 

現金及び預金、有価証券 

7,290 

6,591 

4,826 

4,261 

△2,463 

△2,329 

固定資産 163 157 △6 

資産合計 7,453 4,984 △2,469 

流動負債 487 550 62 

固定負債 2 1 △0 

純資産（株主資本等） 6,963 4,431 △2,531 

負債純資産合計 7,453 4,984 △2,469 

平成27年度 業績ハイライト  

 期末現預金残高は約42.6億円 

 自己資本比率は82.9％ 

※金額は単位未満を切り捨てて表示しています 
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パイプラインの進捗状況（2016年2月18日現在） 

開発番号 適応症 第Ⅰ相試験 第Ⅱ相試験 第Ⅲ相試験 申請 承認 

SyB P-1501 
（自己疼痛管理用医薬品) 

急性術後疼痛管理 

SyB L-0501 
トレアキシン® 

 

再発・難治性 低悪性度非ホジキンリン
パ腫／マントル細胞リンパ腫 

再発・難治性 中高悪性度  

非ホジキンリンパ腫 

初回治療 低悪性度非ホジキンリンパ
腫／マントル細胞リンパ腫 

慢性リンパ性白血病 

SyB L-1101 

リゴサチブ 
（注射剤） 

再発・難治性 高リスク 

骨髄異形成症候群 

SyB C-1101 

リゴサチブ 
（経口剤） 

高リスク 骨髄異形成症候群 

2010年12月国内販売開始 

         第Ⅱ相臨床試験終了 

      承認審査中 

       承認審査中 

国際共同第Ⅲ相試験開始 

第Ｉ相臨床試験終了 

国際共同第Ⅲ相試験参加を予定 

患者会の要望で厚生労働省 
検討会議にて必要性を評価中 

第Ⅰ相臨床試験終了 第Ⅲ相試験開始準備中 

アザシチジン併用 

第Ｉ相試験開始 

単剤 

併用 
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平成28年度 通期業績予想  

（単位：百万円） 

項目 
平成27年度 

実績 

平成28年度 

通期予想 

前年同期比 

増減 
% 

売上高 1,933 2,339 406 21.0 

販売費及び一般管理費 3,134 3,605 471 15.0 

  研究開発費 2,034 2,180 146 7.2 

営業利益 △2,551 △2,778 △227 － 

経常利益 △2,630 △2,811 △181 － 

当期純利益 △2,632 △2,815 △183 － 

（単位：百万円） 

平成28年度 通期（ 1～12月）業績予想ハイライト 

 トレアキシン®の国内売上高（薬価ベース）の増加により、売上高は前年比21.0％の増加を見込む 

 リゴサチブ注射剤国際共同第ＩＩＩ相試験開始、及び経口剤アザシチジン併用第Ｉ相試験開始、SyB P-1501の第Ⅲ相試験開始により、 

   研究開発費は7.2％の増加 

※金額は単位未満を切り捨てて表示しています 
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平成28年度の主たるマイルストーン 

□ トレアキシン® 初回治療低悪性度非ホジキンリンパ腫の製造販売承認 

 

□ トレアキシン® 慢性リンパ性白血病の製造販売承認 

 

□ リゴサチブ注射剤  再発・難治性高リスクMDSを適応とする国際共同第Ⅲ相試
験の患者登録開始 

 

□ リゴサチブ経口剤  高リスクMDSを適応とするアザシチジンとの併用第Ⅰ相試
験の患者登録開始 

 

□ SyB P-1501 急性術後疼痛管理を適応とする第Ⅲ相試験と患者登録の開始 

 

□ TTR1のグローバル・ライセンス導入に向けた帝京平成大学との共同研究開発
の推進 
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創業以来１０年間の探索・評価の実績 

10 

計500+品目  

 

CDA締結 
286品目 

評価対象 
有望案件 
122品目 

Due 

Diligence 
45品目 

トレアキシン® リゴサチブ 

経口剤 

注射剤 

POCが確立された候補品のみに絞り込み、 

厳選するためのプロセスを構築 

2016年1月末時点 

SyB P-1501 
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SyB P-1501 
（自己疼痛管理用医薬品） 

適応症 

急性術後疼痛管理 
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SyB P-1501 イオントフォレシスを用いた鎮痛薬 

第Ⅲ相臨床試験の早期開始に向けて準備中 

参照:The Medicines Company ホームページ 

* WSJ より抜粋 

13 
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患者さん・医療従事者にとってのメリットは大きい 

 

SyB P-1501® 

 

現行PCA 

針なし非侵襲、無痛 

使い方が簡単、貼付型 

自分で痛みをコントロールできる 

身体の自由が制限されない 

早期離床、早期リハビリが可能 

PCA専用ポンプ、維持管理が不要 

投与プログラミング不要 

ライン取り、電源ケーブル不要 

PCAに付随する材料が不要 

鎮痛薬剤希釈、点検、補充不要 

コスト削減 

医師・看護師の負荷軽減 

患者さんのメリット 医療従事者のメリット 

14 
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SyB P-1501導入の戦略的背景 

・ トレアキシン®の適応拡大・リゴサチブ注射剤の承認に加えて、売上・利益に大きな貢献が期待できる。 
・ 競争がないブルーオーシャン市場で、短時間で高い市場浸透及び長い製品ライフサイクルが期待できる。   

 新治療領域（ペインマネジメント）への展開 

・  5cmx7.5cmの手のひらサイズのディバイス中にハイテクが凝縮されている。 
・ 鎮痛薬とディバイスが一体化され、非侵襲性の患者自己管理鎮痛（ＰＣＡ）システムを可能にした。 

・ 痛みは患者しか分からないため、ペインマネジメントは過少治療傾向にあり、未充足度の高い治療領域。 
・ オピオイドの使用による副作用・誤用・乱用等の問題を防げる。 

・ ヒトPOCが確立された新薬であり、医療従事者の期待も大きい。 
・ 開発リスクは大幅に軽減されている。 

・ 既に日本人でのPⅠ試験で安全性・薬物動態は確認済み。 
・ 日本ではPⅢ試験１つで承認申請が可能。 

 SyB P-1501は イノベーションが凝縮   

 日本市場での新薬承認までのタイムラインが読める 

 事業の採算性に向けての貢献度は大 

 米国FDA(2015年4月）,欧州ＥＭＡ(2015年11月）により承認済み 

15 
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ペインマネジメント市場は今後も成長を続ける 
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366億ドル 

年平均成長率 3.2% Bil USD 

443億ドル 

市場規模の拡大予想 

参考：疼痛管理薬および疼痛管理装置の世界市場 (グローバルインフォメーション） 
2015年9月30日 BCC Research 

2014                      2020(予想） 

16 
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Rigosertib 

（リゴサチブ） 

目標適応症 

骨髄異形成症候群（MDS） 
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リゴサチブ注射剤   

INSPIRE Study（国際共同第Ⅲ相試験） 

18 
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第Ⅲ相臨床試験（ONTIME）結果を基に 

リゴサチブが全生存期間を延長した患者集団を特定 

           中央値 

  リゴサチブ  7.9ヵ月 

  BSC      4.1ヵ月 

           P値=0.0008 

 

ハザード比    0.48  

95%CI       0.31-0.74 

19 

全生存期間 ： 全体の集団   

（299例）  

           中央値 

  リゴサチブ 8.2ヵ月 

  BSC       5.9ヵ月 

           P値=0.33 

 

ハザード比    0.87  

95%CI       0.67-1.14 

ランダム化からの月数 

全体の集団における生存期間の中央
値で2.3ヵ月の改善が認められた 

全
生
存
期
間
（％
）  

 
 

 

全生存期間 ： ①低メチル化薬治療 9ヵ月以
下、②治療終了後6ヵ月未満、③80歳未満の
集団 

（116例）                    

全
生
存
期
間
（
％
）  

 
 

 

ランダム化からの月数 

低メチル化薬が反応しないまたは早期
に効かなくなった患者では、3.8ヵ月の
生存期間の改善が認められた 

7.9 8.2 

4.1 5.9 
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症例選択基準 

・RAEB-1,-2,-t 

・HMA治療期間9ヵ月未満 

・80歳未満 

・HMA投与から6ヵ月以内 

ラ
ン
ダ
ム
化 

リゴサチブ 1,800mg/日 

3日間持続静脈内投与 

＋ 

 緩和維持療法（BSC） 

（150症例） 

医師による選択療法 

＋ 

緩和維持療法（BSC） 

（75症例） 

主
要
評
価
項
目 

： 

全
生
存
期
間 

参加国 ： 米国、欧州、日本、オーストラリア等10ヵ国以上 

低メチル化剤不応の高リスクMDS患者に対する 

リゴサチブ vs 医師による選択療法（N=225） 

INSPIRE Study（国際共同第Ⅲ相試験）を開始しました 
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目標効能 2014 2015 2016 2017 2018 2019 

再発・難治性 
高リスク MDS 

（注射剤） 

欧米                                         ★        

日本                                         ★        

リゴサチブ注射剤 
日米欧の同時承認申請を目指します 

第Ⅰ相 

国際共同試験に参加 

第Ⅲ相 （INSPIRE Study） 

21 

第Ⅲ相（ONTIME study） 

日米欧の
同時承認

申請 
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リゴサチブ経口剤の開発状況  

22 
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リゴサチブ経口剤とアザシチジンの併用 

欧米の第Ⅰ/Ⅱ相臨床試験結果 

23 

リゴサチブ（経口） 
1日2回連続投与 

リゴサチブ（経口） 
1日2回連続投与 

リゴサチブ（経口） 
1日2回連続投与 

休薬 
アザシチジン7日間投与 

（皮下又は静注） 

第1週 第2週 第3週 第4週 

1サイクルを4週間として投与を繰り返す 

2006年 国際ワーキンググループ基準による有効性評価結果 

   完全寛解（CR）   6例 / 30例  （20%） 

   骨髄完全寛解（mCR） 16例 / 30例 （53%） 

   血液学的改善（HI）   1例 / 30例 （  3%） 

   奏効率(CR+mCR+HI) 23例 / 30例 （77%） 

   治療期間の中央値   4ヵ月 （範囲；1-27ヵ月+） 

第II相臨床試験の有効性評価可能例30症例の評価結果 

 （最終解析は評価可能例40例にて評価予定） 
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Indication 2014 2015 2016 2017 2018 2019 

高リスクMDS 

（アザシチジン併用） 
（経口剤） 

欧米                                                 

日本                                                 

第Ⅲ相 

（アザシチジン併用） 

リゴサチブ経口剤の開発計画 

24 

第Ⅰ相 

第Ⅰ相 第Ⅱ相 

国際共同試験に参加予定 
第Ⅰ相 

（アザシチジン併用） 

（単剤） 
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アザシチジン（国内販売名：ビダーザ® ） 

の売上は順調に伸長 

【日刊薬業2016年2月9日付記事より抜粋】 
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トレアキシン® 
（一般名：ベンダムスチン塩酸塩） 

適応症 

低悪性度非ホジキンリンパ腫・ 

マントル細胞リンパ腫 
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初回治療低悪性度非ホジキンリンパ腫 
欧州における承認申請取り下げについて（アステラス欧州の報告） 

27 

申請・審査状況 経 過 

欧州で承認申請 2012年 2月 

ドイツ当局からの照会事項対応 2012年 9月～2014年9月 

申請取り下げ 2016年 1月27日 

【アステラスのコメント】 

・ 申請取り下げの理由について詳細は控えるが、本剤の有効性・安全性に関わるものではない 

・ 米国で進行中のBRIGHT試験(追認Ph3試験)の最終解析が2017年に計画されており、この 

   追加情報を待って今後の対応を考慮する 
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国内承認申請の状況 

 2016年2月4日に医薬品医療機器総合機構に対して、 

  「欧州アステラスの承認申請取り下げ」について報告した。 
 

 日本の審査は原則として欧州の申請状況とは独立した形で 

  進めることを確認した。 
 

 国内審査手続きについては予定通り進めることで了承された。 

28 
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世界各国の承認および保険償還の現状 

承認国 保険償還が行われている国 

スイス 
オーストラリア 

米国 
英国 
独国 

  イタリア 
 カナダ  

      ポーランド 

29 

既に２ヵ国で承認が下り、米国・英国・独国・カナダを含む６ヵ国で保険償還が
行われており、日々、患者さんの治療に使われている 
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TTR1 

TTR1プロジェクト 

 

3価抗トレイル受容体１アゴニスト抗体分泌 

組換えビフィズス菌 

シンバイオの新しい試み 
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“画期的ながん治療薬創出の想い” 

シンバイオ製薬の強み 石田教授研究室の強み 
・がん・血液腫瘍における開発力 
・トレアキシン®開発・承認取得の実績 
・希少疾病への取り組みと実績 

・抗体医薬品開発技術 
・ビフィズス菌研究の実績 
・ナノマテリアルの研究 

TTR1プロジェクト 
（3価抗トレイル受容体１アゴニスト抗体分泌ビフィズス菌） 

 

産学連携で早期に画期的な新薬の開発を目指す 

TTR1：日本アカデミア発の産学連携プロジェクト 
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帝京平成大学 薬学部 
 

教授 石田 功 

32 
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経歴と業績 

帝京平成大学 薬学部・薬学研究科 ウェブサイトより 

 東京大学大学院薬学系研究科修士課程修了。薬剤師。薬学博士（東京大学） 

 東京都神経学総合研究所研究員、米国MIT利根川研留学、キリンビール基盤技術研
究所研究員、医薬探索研究所主任研究員を経て2006年よりフロンティア研究所所長。 

 1996年日本特許庁第55回注目発明賞。 

 1997年度日経BP社技術賞バイオ・医薬部門賞。 

 2007年度キリン職務発明特別功労賞。研究テーマは新規創薬技術開発。 

 2010年4月より現職。 

帝京平成大学 薬学部・薬学研究科 
抗体・DDS研究ユニット  

石田 功教授 
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ビフィズス菌の医薬への応用 

Bifidobacterium longum 

microbewiki.kenyon.eduより 

ビフィズス菌（Bifidobacterium longum) 

 ヒトを始め全ての動物腸内に生息する善玉細菌 
 偏性嫌気性菌に属し、 
    酸素非存在下（低酸素環境）に生存する 

 静脈投与することによって 
   がん組織（低酸素環境下）に特異的に生息 

がん組織

嫌気的環境 

ビフィズス菌 

“担がん”マウス 

34 
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ビフィズス菌のがん組織への特異的蓄積 

がん組織特異的蓄積 

蛍光染色 

35 
SymBio Pharmaceuticals Limited -CONFIDENTIAL- 

ビフィズス菌は静脈内投与によってがん組織特異的に生息 

Kimura N. T., et al. Cancer Res. (1980) 2061-8.より改編 

がん組織特異的生息 

生菌数 （～7日目） 

組
織

1
g
あ

た
り

の
生

菌
数

 

がん組織 

血液 骨髄 筋肉 

肝臓 脾臓 腎臓 肺 

非投与 投与 

担がんマウス静脈内単回投与後のビフィズス菌 

ビフィズス菌投与後の時間 
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ja.wikipedia.org 

3価抗トレイル受容体１抗体（TTR1）の開発 

36 

重鎖抗体 

抗原結合部位 抗原: ヒトトレイル受容体1 

アルパカ (ラクダ科) 

抗体産生 

免疫 

単一ドメイン 

抗体 (sdAb)  

 低分子量: 14kDa 
• 通常抗体の1/10程度 

• 組織内への浸透 

 熱や中性域以外のpHにも安定 

 単鎖ペプチド 
• 遺伝子改変が容易 

• バクテリアで分泌も可能 

ファージディスプレイ法 

3 sdAbsを結合 

= 3価抗トレイル抗体 (TTR1) 

遺伝子改変 

TTR1ナノアゴニスト 
受容体を3量体化して 
がん細胞を殺せるか 
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 TTR1ナノアゴニストはトレイル受容体1を3量体化、 
  アポトーシスを誘導 
 Decoy receptor（おとり受容体）には結合しない 
 トレイル受容体２にも結合しない 

がん細胞を標的とする 
TTR1ナノアゴニストの効果 

37 
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細
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%
）

ナノボディー (nM)

大腸がんColo205細胞に対する

抗TRAIL-R1ナノボディーの増殖抑制効果
大腸がん Colo205細胞に対する 

TTR1ナノアゴニストの増殖抑制効果 

TTR1 ナノアゴニスト分子 (nM) 

TTR1 
ナノアゴニスト分子 

トレイル受容体１ 
（TR1） 
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腫瘍組織

i.v.

腫瘍縮小/ 増殖阻害Bx-PC3luc

(膵臓がん細胞)

遺伝子組み換え
ビフィズス菌投与

TTR1発現ビフィズス菌投与による抗腫瘍効果 

 3.0x108個/マウスの用量で担がんマウスに静脈内単回投与 (n= 5-7/群） 
 ビフィズス菌栄養源として、ラクツロース（1 mL of 20% soln) を連日腹腔内投与 

 

1. BxPC3すい臓がんモデル 2. PC-9肺がんモデル 
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ビフィズス菌投与後の日数 ビフィズス菌投与後の日数 

0 10 20 

無処置 
空ベクター 
TTR1 

空ベクター  
 
TTR1 



SymBio Pharmaceuticals Limited 

探索評価部 
医学博士 引地 裕一  

39 

がん細胞 



SymBio Pharmaceuticals Limited 40 
Antioxidants & Redox Signaling, 9: 1221, 2007より改編 

各組織の酸素分圧 
(mmHg、中央値) 

組織 正常組織

膵臓 57

前立腺 n/a

肝臓 30

子宮頸部 42

頭頚部 n/a

乳房 52

皮膚 41

脳 26

筋肉 51

肺 n/a

腫瘍組織

2

2-21

6

9

10

10

12

13

14

16

http://www.gunma-cc.jp/sarukihan/seizonritu/seizonritu2007.html 

多くの悪性がんは低酸素状態 

適応拡大が可能 
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抗がん剤耐性とがん組織の関係 

従来の抗がん剤はがん細胞の増殖速度に依存 
がん組織は低酸素状態にあり従来の抗がん剤・放射線療法に耐性 
がん幹細胞は低酸素状態に生息し、がん再発・転移の原因 

低酸素状態ほど 
抗がん剤耐性大 

酸素 
栄養 
増殖 

正常細胞 

がん細胞 

がん幹細胞 

41 
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がん幹細胞はTR1(トレイル受容体)を介して 
細胞死を起こすことが確認されている 

 がん幹細胞はTR1の発現が高
く、トレイル依存的アポトーシス
誘導に感受性が高い 

 正常幹細胞はTR1を介したアポ
トーシス・シグナルに非感受性で
ある 

TTR1ナノアゴニストはがん幹細胞に対して感受性が高い
が正常幹細胞に対しては影響を及ぼさないと考えられる 

42 
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CSC(Cancer Stem Cell)をターゲットにした 
新しい治療方法開発のコンセプト 

43 

 がん幹細胞（CSC）の増殖を阻止・抑制することにより、現在の化学療法・放射線
療法との組み合わせで、再発を防止、或いは延期することにより患者さんのQOLを
高めるとともに生存期間を延ばす、新しい治療方法の開発 

再発 

TTR1ナノアゴニスト
発現ビフィズス菌 

がん組織 
ヘテロな集団 

従来のがん治療 
化学療法/ 
放射線療法 

がん幹細胞（CSC） 

再発防止・ 
生存期間の延長 



第3部：パイプラインの状況 

第1部：平成27年度決算概要 

第2部：平成28年度通期見通し 

44 

第4部：中期経営計画 
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中長期計画に与える諸要因 

■ トレアキシン®  初回治療低悪性度非ホジキンリンパ腫の承認 

■ トレアキシン®  慢性リンパ性白血病の承認 

■ トレアキシン®  再発・難治性中高悪性度非ホジキンリンパ腫の今後の展開 

■ リゴサチブ注射剤の国際共同第Ⅲ相試験の結果と製造販売承認申請 

■ リゴサチブ経口剤の欧米第Ⅰ/Ⅱ相臨床試験結果と国際共同第Ⅲ相試験の開始 

■ SyB P-1501の第Ⅲ相臨床試験の結果と製造販売承認申請 

■ TTR1の進展および臨床試験の開始 

■ 自社販売体制の構築 
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中期経営計画（2016-2018）の前提条件 

Upper Range Lower Range 

売上高 
（トレアキシン®の 

製品売上及び 

マイルストン収入） 

初回治療低悪性度非ホジキンリ
ンパ腫及びマントル細胞リンパ腫 

慢性リンパ性白血病 

研究開発費 

トレアキシン®の適応拡大 
 初回治療の低悪性度非ホジキンリンパ腫及びマントル細胞リンパ腫 

 慢性リンパ性白血病 

リゴサチブの開発推進 
 注射剤：再発難治性の高リスクMDS 国際共同第Ⅲ相試験 

 経口剤：高リスクMDS（アザシチジン併用） 第Ⅰ相臨床試験 

SyB P-1501の第Ⅲ相臨床試験 

TTR1の帝京平成大学との共同研究開発 

自社販売体制
の構築 

2017年より体制構築を開始 
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中期経営計画（2016年2月10日発表済） 
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2016年度 

予想 

2017年度 

目標 

2018年度 

目標 

売上高 2,339 2,604 ～ 2,188 2,974 ～ 2,298 

営業損失（△） △2,778 △3,379 ～ △3,521 △3,526～ △3,778 

経常損失（△） △2,811 △3,412 ～ △3,554 △3,559 ～ △3,811 

当期純損失（△） △2,815 △3,416 ～ △3,558 △3,563～ △3,815 

（単位：百万円） 
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後期開発品３本柱でより安定したパイプラインの構築 

                     “分散と集中” 

シンバイオ 

トレアキシン® 

（日米欧を含む76カ国で承認済み） 

SyB P-1501 
（欧米で承認済み） 

リゴサチブ 

（グローバル第Ⅲ相試験実施中） 

48 
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日本発のグローバル・スペシャリティファーマを 
目指してトランスフォメーションを推進 

 
   

・自販体制構築 
・新規ライセンス導入 
・グローバルの展開 

複数の有望なパイプラインを持ち、グロ－バルに 
展開する日本発のスペシャリティファーマの出現 

・トレアキシン® 
・リゴサチブ 
・SyB P-1501 

49 
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日本事業本部 
事業本部長 淺川 一雄 

メディカルアドバイザー 

太田 雅貴  

開発本部 
本部長 ムスレ ウディン 
副本部長 吉永 寿一 

営業・マーケティング本部 
執行役員本部長 原田 雅充 

CMC/品質保証部 
部長 石橋 正彦 

事業開発部 
部長 芳賀 陽 

探索・評価部 
部長 吉田 隆男 

人事総務部 
部長 西田 康雄 

法務部＆GAM 
部長 阿部 勤 

財務経理部 
部長 丸山 哲也 

内部監査室 
室長 天野 宏美 

代表取締役社長 兼 CEO 
吉田 文紀 

日本事業本部を設置し 
トランスフォメーションを着実に実行 

経営企画部 
部長 クリス アーンショウ 
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2020年ビジョン実現を目指す新組織 

１．日本初のグローバル・スペシャリティファーマを目指す 

２．製品売上を上げ、収益化に成功した最初のバイオ製薬企業 

３．持続的成長性を確保するためのパイプラインを保有 

51 
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本資料につきましては、お客様への情報提供のみを目的としたものであり、

売買の勧誘を目的としたものではありません。 

本資料における、将来予想に関する記述につきましては、目標や予測に

基づいており、確約や保証を与えるものではありません。また、将来にお

ける当社の業績が、現在の当社の将来予想と異なる結果になることがあ

る点を認識された上で、ご利用ください。 

また、業界等に関する記述につきましても、信頼できると思われる各種

データに基づいて作成されていますが、当社はその正確性、完全性を保

証するものではありません。 

本資料は、お客様がいかなる目的にご利用される場合においても、お客

様ご自身のご判断と責任においてご利用されることを前提にご提示させて

いただくものであり、当社はいかなる場合においてもその責任は負いませ

ん。 

Disclaimer (免責事項） 
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わかちあう、創薬の喜び 

患者 

医師 

行政 

科学者 インベスター 

ご清聴ありがとうございました 

“共創・共生”の志 

53 


